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継らは上田・大轍び野jyuglの3蝦・）・膿矧4・・　ある．撒襯月瑚嫡る．欄採臆1醐・胸1．
て蝋雌酬の廠御1：究縦凱・1鞭・・r…てはそ　（蛸襯1は3～4・，1・，ド幽。1剛樹」1：，そ、，廊脚

の鱗鮪率酬灰の施駒果tl・・r）いて報告し・た・本論　・・2・1㈱に蜻する蝋・・叙轍取，、た識塒ilは

文では鱗・轍功哩及び初く獅徹分の濃撚　識茎，蜻磁んでから剛1，瀞徽触）」、．、1、．　（，）・

究し洛・膿に鮒棚月棚・働灘な比轍1卜fした　け，榔細矧1榊．禰し，膿鱒2、いセ耽嚇レご
結果について幸晧する・従・・て本報告の一都騨∫蜘・補　それぞれ乾燥し．，分椰・供した．州勅海憂．麟は

足の意昧が含まれている・　　　　　　S・mi・・m｛…KI欄・・TT。法，燐酸はL。1｛、1，c，、　Wミ，加脚lll

　　　　　　　　実験方法　　　　　イ1蘭麺パルトソ…ダ法・9i：恢はi醗7ソガン酸カリ亨商驚法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等である。
供試鞭｝よ本欄麗の一V一ギノ・一鴨、膿は上田，大室

及び野辺山の寄農暢の土壌であイ，n昏土壌の特恒三は白ii報　　　　　案験結果

噸りである・各」・膿それぞ描フ扮の・ポ。剛ヶ　1蹴櫨，翻1削喋の乾伽歌洲ρと繍く1撒び
宛を用い・施肥は全て暴1肥とし，上田は硫妥，過澗，塩　　　鏑がaれに次ぎ薬はもつとも少い（1？ig．1，｝，，叉葉は斎

力吸び繊鰭・9・汰報研辺L【欄流安瀦工9・，　区欺体［糀か醐伽1畷大ll，・・f．nるがそオ囑菱騨妙

儲゜・59「・醜2・59・・椥1！エgr・及びasrR　3・・等それぞ　L、てし、る．・撫一際嚇無。、1、。，構鋼轍儲

れ施肌た・・蝋勅法嚇報の織織甚つくもので　にもよつた謹の乾物鰍畑がも一、と櫛く次い珊

　　　　　　　　　　　　　　　Fi葛．1　Dry　weight　of　each　organ　（Per　plant）

辺山である・上田で醗撒4蹴力・ら茎の乾樋増加　が急激峨るが汰勲塀辺山は1糀・・柵る1糊力、

”……一一』一…一一一一・．・一一…一一一一一一…一一一一一一一一一一一一 @　　ら急激な増加を示している。根については，上田では開

礁州蝉鰍鄭作蝉研撚　　　　　花前ま磯肌それ職麟，凝麟槻らオ伽、大
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Fi暮．2Nitroge且　A：N％in　each　or琶an　B：Amount　of　N　in　each（，rgan　　（per　10〔｝plants）

窺及び野辺山のそれは開花期まで増加を示している。　　　　までの増加が著しくそれから収穫期までは多少の増加を

2）室棄：葉の含有率がもつとも高く，茎と根では概し　　　示している。大蟻及び聾辺山は開花まで濯ll増し開花期間

て根が高い（Fig・2）。各器官の含有率は生育に伴つて誠　　　中に急激｝こ増加する。そして収穫前には械少が見られ

少した。覇は一旦減少してから高くなつている。又斉区　　た。蹄の含有量は急激に増加するが大室はもつとも少

の減少の割合は開花まで大きくそれ以後は緩慢である。　　　い。

含有率の高い区は各器官噛ご通じて大体野辺山で大鏡がこ　　　3）燐酸；葉の含有‘斡：k挑育初期に低く，開花前から胴

れに次いでいる。含有董はol・：．がもつとも多く葉及び茎が　　　花期に鰻大となりそれから漸減する（Fig，3）。蓬及び根

これに次ぎ根はもつとも少い。しかし葉と根の最大含鑓　　　は藥に比較して低く生育に伴つて大体緩慢な減少を示

に遠する時期は茎より早く上田では開花の1週前，大窒　　す。葉の最大含有率は上田及び購辺山では關花前であ

及び野辺山は開花期である。その後は誠少を示すが根の　　　る。メ灘も大体その傾向を示すが開花終了後に最大を示

それは緩陽である。叉上田の茎は開花2週前から開花期　　　している。又大曇迂の根は開花期に最大を示した。含有量
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　　Fig　3．1・’h、．，、ph。r，、s．t・P，⊂）、、％｛・。ach・rgan　B・Am・・nt・f　PL｝Or，　in　each　（．｝「9t／｝n　（Pev　1｛｝°　plantg．1｝

は大体蟹索と同様で霞，る。しかし蜜素の消畏庶ど藩しく　　　大となりそれから後賊少する。覇の含イゴ率はカi［里の；とれ

ない．㈱・大撒び野辺山存・その傾r・f’・ユ槻られる讃顎1｝　と1噸融示じ（いる・鮪撫煤がもつとも赫1次い

窟とも．hff1の舖量がもつとも多・く大f鯵これに次齢野　で根・勲醐欝の順に㌍）てい鵜そ朔献観そ5と

辺麟もつとも少い。しか1．概撚大慰り獅r1　鄭・3区期じ開マ芭期で勧鰍1妙する・1その穂励
4）加里，藥の禽有率がもつとも高く根及び茎がこれに　　　制合は上田が極めて緩陛で野辺山がこれに1欠いでいる。

次ぎ輝もつとも低い（Fig．4）．区間で購辺働二衛｝　撚継共開才ど欄1に・1蹴．鋼及び野辺山淵撒1・

官とも大備駅次いで鋼及び大卿噸に・liつている・　焔が開糧糊にそれぞれ鰍嫡ミした，・・　O‘．liの舗蹴

葉の最大1辻田で翻蒲融瑚，大撒び野辺山は［糀直　漸増煽・

1離舞』：繁轍1蟹饗尉刀峯欝蒲奮熊狭　　　　　考　　察

いでいる。覇ほ窒素及び燐醸iのように他の器官の奮有量　　　　　LJ，上の誠つた土嬢に生：畜すゐ亜麻の体．内成分の消鍾iの

より肇．くttらない，葉と根の最大．は上田では【粥花荊・大、　　掴f徴とその藻轟について考察すると，覇に二勢く蓄償され

黛は開花期，野辺山は葉が瞬1花期，根が開花終期で；弼つ　　　　；、：’，成分は窯：素と燐酸である。加鏡と溺灰は主として叢に

た’?sにおいては上繭及び野辺山が開花糸冬期，大壱1近は開　　　蓄積される。誹iiに窒i素及び燐酸の蓄瞭の：大きいものの茎

花期で海る．1火犠の苅の含有．／／，i’・］1，！は他の2区より多い。　　　　に・加璽及び石灰の蕎債が大きい傾1朗が見られた。蟻簾と

5）石灰：含有摩｝よ生育初1明に茎が最大な示しt｛三育に伴　　　燐鹸は種”i’の形成成熟に輯楼汚震関係があることは勿論

つて急激轟砂すぴF顧）護は生育と共に増加し．収　で，これと隊喪に加里と石臆職徽｝…職の蜘馴燃正一・

脚剛献と層パ！蹴照渕かQ：・i糀終購洲”環　ているので駄・・かと・駐昧る副lll献は鷹欲；乏
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Fi奮4Potasslum　　A：K20％in　each　organ　　B：Am‘｝unt‘）f　K20　in　each　organ　（per　100　plants）

によつてその収量品質に悪影響を及ぼしている。ヌ，亜麻　　　用に“）：つては，あまり無関係欺ものではないと考えられ

でもFRI曲R等の研究によると，加里は茎の増収に効果　　　ゐQ

がある・叉前報の結果蜆ても上田及び野辺山の繊ゆ　　各区における各成分の消長について見ると，石灰を除

質は大塾より良好であつた。これから加里の茎における　　　いた3要素の含有最の最大は上田では葉と根が開花前か

含膚燈の多少は繊維の生成と質及び収量とうに関係ある　　　ら開花期に大体一・致しており大驚と野辺山は開花期から

ものと考えられる。しかし石灰の効果は殆んどなく反つ　　　開花終期になつている。このように各成分の供給器官に

て悪影響を及ぼすと滑われているが本実験の結果による　　おける蓄横と移行の遅速が成熟収量晶質に影響している

と茎にその含有燈が多・いと収盤も繊維の質も良好であ　　のであろう。しかし茎は各区とも開花終期前後に3要素

るQ従って石販も収燈や繊尉勧質に，各威分との協岡作　　　が最大である。L二れは繊維をまとした場含の収穫期を考
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Fig　5　ealcium　A：CaO％in　each。rgan　B：Am・〕覧mt（，f　ea（）il）each唄ζan（［〕er　1哺plants：〕

えるときその晶質がもつとも良妊オく適：期と…致するので　　　る。

笑撚諾晶徽】蹴臨ll｛騰r欝額　　　　　摘　要
は他の各威分の如く植物体の成熟にはそれほど関係がな　　　上臨ナ驚及び野辺口1の土壌を用いてllll麻の体内itXl分

いように考丸られる。畑謀了灰の供給は土壌有機i幼の分　の消長と盤i三糊；【ヨに：㌃謂辱る灘1葡號した。

騨を促進する．ため肥効が曲育後1・｛n　’t／／’三で続くと云われ，そ　　　1）僻成分は二とれそれ者特1棺に臓：械さオ1｝1）が，雛諏と燐

の傾向は：大室及び！睡辺山に見られる⑦）ではオ〔いか，従つ　　　酸は主として翔｝：二移く・加鰍と石灰｛1夏茎に3い。叉葡に

て石灰は前作に多く施用し播種曲には版るべく少豊ヒに止　　　蟹素と燐酸の多いものの茎は加、里と眉灰の響il積がそれに

めやことが成熟収燈陥質に好結駐號稽るものと考えら庸t　　比例L．て聯く一持にll竣維の収量品質｛二影響する、｝；うで断
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るΩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In〔｝re　abunくlantly　contained　ill　the　hoH　while　P‘，tassi・．

2：）　コ糞と・9起・二：｝6け轟る，　了：「，天を1巧ミし・ノこ3：嚇1素（ノ）ゴ「1と：大び）111fjUl　　　　UIll　and　calciUlu　ill　the　steIu，　tlian　in　tlle　r（x，t　aud

｝よ．1：田では隅｝椛前から關花．；111であり，大搬ン乏び野辺川1仁　1eaf．　The　p。sitive　c・rrdati・n　r，・etlween　the　accumulat－

1粥花期から陽Hれヨ終廻1であゾ）たc，この遅1曳の原因が梢物体　　　　1〔，nS　of　Ilitr（．⊃gξln　and　ph〔｝Spll〔⊃rus　hl　the　b（．，ll　and　〔，f

の成熟収量に1蜥し．・ている。　　　　　　　　P・tassiuni　ancl　cttlci・n・i・t・he　st。m、。…tt’rec・．，9・1ized，

3）…叢はτ1灰を含めて．ll・1・紛が枢廻｝｝椛終．1脳帽に最　C・n・id・・i・g　f・・m　the・es・ltsi。：1．9，55）　a・d］95｛；，　it　i・

大になつている。これは繊維をLilとし．た場合の収穫適期　　　assumed　that　pQtassium　and　calcium　in　the　stem

に関係1．．て来るのではないかと考えられる。　　　　　　　　illcrease　the　length（，f　tl．1e　unit　fiber〔〕f　the　flax，

填．）石灰の蓄積の最大になるli与期は開花終」・tl】であり，各　　　　2）N三tr（，gell，　phosphorus　ancl　I）‘）tas＄ium　contents　in

区共又寄器官が一一一・致し，ている。叉」二の棄o）含有率が‘」流育　　　the　Ieaf　and　r‘，（】t　9．　howed　the　maximum　values　fr｛）m

に伴つて増力「11．．．．、ているが，こオ「しは他の成分に見られなか　　　the　budding　stage　to　the　f1owering　period　in　the｛Jeda

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　scil　and　from　the　middle　period　to　t1ユe　end　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flowering　in　the　Omuro　and　the　Nobeyama　sQils，　The

　　　　　　　　　　　　　　　参考丈献　　　　　・b。…e・ult・m、y　besu窟9，，・th。t・he　w。，，。9，。舳

ω　F浦er　K呈RE　and　Nils　DAN肌r，：Lantbruksh～～gs－　　　of　the　flax｛n　the　Omuro　and　the　Nobeyalna　soils　is

　　　　　　　　　　　　　　　kol肌u　Jordbru1｛sf6rsllksallstalen　M－　　br（，uS「ht　by　the　later　accumul蹴tion‘｝f　the　above　three

　　　　　　　　　　　　　　　eddel，27：　1～｝弼（．19．↓，9＞　　　　　　　　conlpo：lellt　t（）the　leaf　and　r（．）ot　as　cく）nipared　with　the

（2｝　｝｛ゴ；｝1く　茂・．・：：h壇廷と：1蔵‘1三｛：’19，5‘1・）　　　　　　　　　　　　　IJeda　s（♪il・

〔3）柳沢要・・隅斉再寮製i・fl．汰織報，（5）C1955噛）　　　3）ln　tlle　sヒe…each　c。mP・1ユents　reached　t。　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　maximum　am・unt　in　the　end。f　the　flowerimg　peri・d，

　　　　　　　　　　　　　　　　　S“mma「y　　　　　whi。h，e，m、，。　fi，　t11，　b，S，，，。、。n。f　ha，ve，t。f　thb

　In　this　experimellt，　the　varie亡y‘〕f　flax，　Saglllaw　was　　　flax　fiber．

cultured　by　the　three　di∬erent　l｛inds　oぜ　the　sく，il　in　　　　　4．）　（．】alciun、　c‘）nte：lt　in　t1．1e　each　or裏ζ【｝ll　beca血e　the

・・d・・t・．m・・・…the　q・・ntity・f・ev…1・。n’IP〔…llt・　m・・im・rn・i・the・・d・f　fk・，w・・i・鯉e・i・d，　b・1t　th・

in　various　org三ms．1”he　results　obtained　are　a3　f‘｝II〔：）ws：　　　percenta黛e　of　cnleiura　content　ill　the　leaf　increased　as

1）The　m・・s・ri・9・f　the　c・mP・…t・w・・c・・ri・d・・t　the　g…wth　th・・gh　it　dec・e・sed　i・th・・tlle・・rg…『

c‘｝ncernfng　total　llitrogen，　phQsphQrus，　Potassium　alld　　　　　　（．Laboratory　Qf　Crop　Science，　Faculty　of①extile　and

calcium，　among　wh｛ch　nitr（⊃gen　and　phosph〔〕rus　were　　　Sericuture，　Shinshu　University）


